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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・2/21（金）青陽館の避難訓練予定。

・第7回院内研修会
　日時：12月17日（火）、18日（水）　17：30～18：30

場所：メンタルケア病棟3階　会議室
内容：2019年度医薬品安全管理研修：医薬品を安全に使用するために
講師：松田俊之薬局長

※各自、所定の出欠表に出欠予定を記入すること。
・看護グループ内研修
日時：12月13日（金）16：30～17：30
場所：2階　会議室
対象：全職員
テーマ：精神疾患患者への関わり方（症例を通して）
講師：佐藤AOM
日時：12月18日（水）16：30～17：30
場所：2階　会議室
対象：全職員
テーマ：救急対応
講師：木村JGM
日時：12月27日（金）16：30～17：30
場所：2階　会議室
対象：全職員
テーマ：認知症疾患の理解
講師：藤原SGM
・納会について
日　時：2019年12月30日(月)
納　会⇒17：15～18：00　メンタルケア病棟3F 会議室
懇談会⇒18：05～19：00　メンタルケア病棟3F ホール
1年の納めの会をささやかながら行います。
所属長・上司はじめお世話になった方へご挨拶をして、1年の締めくくりをしましょう！

当日はくじの抽選会を行います。
1枚100円で販売しておりますので、各施設の委員より購入してください。
※当日、出勤の職員は17：15～の納会へ必ず参加して下さい。
（時間厳守でお願い致します。）
※必ず上司に挨拶してから帰宅しましょう。
※ご不明な点がございましたら、各施設の委員までお問い合わせ下さい。
＜クリスマス会について＞
・デイケア　
日時：12/24（火）
　内容：昼食は各自・ケーキの会食
　　　　午前中はＤＶＤ鑑賞

午後よりクリスマスリース作り、ビンゴゲームで勝ち抜いた方からケーキを選ぶ。
・デイナイトケア
　日時：12/23（月）
　内容：昼食はカレーライス・サラダ・ワカメスープ作り、会食。午後にケーキの会食
　午前中はＤＶＤ鑑賞
午後より折り紙細工でクリスマスリース作り、ビンゴゲームで勝ち抜いた方からケーキを選んで会食する。
＜正月期間中の食事について＞
・12/30（月）～1/3（金）弁当屋が休み
・12/30（月）デイケア：スーパーでおにぎりやオードブル等を購入する。
　　　　　　デイナイト：弁当あり　＊中居様、田中様は夜の食事をどうするか確認
・12/31（火）年越しそば・かき揚げ・焼きおにぎり・麦茶
・1/1　（水）　すき焼き風煮込み・ご飯・おしるこ・麦茶
・1/2　（木）煮しめ、赤飯、お吸い物（春雨、麩）
・1/3　（金）カレーライス・ご飯・ワカメスープ・ヨーグルト
＊材料費購入時のスタッフの個人負担が大きい為、各スタッフより3～5千円程度徴収し、12/26・12/27頃に買い物をする。
＊現在、祝日プログラムでは食材料をスタッフ負担で事前購入し、その後に参加人数で割り利用者様から徴収している。
　・現状は、デイケアは即日参加費を知らせ、徴収しているが、デイナイトケア（青風荘）は先方の都合で2ヶ月単位での請求になっている。

　　→デイナイトケアは1ヶ月単位に出来ないか？確認が必要
　・割り切れずに端数が出た際は余剰金として保管し、行事などで使用していたが、必ずしも全利用者が参加する訳ではない為、一覧表で管理し返金していくようにしてはどうか。
<利用者様情報>
デイケア

・川村　享　様～スタッフに最近母様の調子が悪いと話し掛けがある。状況を確認すると
時折、排泄を失敗する為心配であるとの事。デイサービスは殆ど行って
おらず、ヘルパーは週1回の利用と話している。出来る限りデイサービスを利用した方が良い事と担当のケアマネに相談してサービスを検討してもらう必要がある事を伝えるが、「わからない。」と返答している。母様が利用している南陽館へ情報提供している。
・曽我　泰庸様～朝のミーティング時に特定女性利用者（田向　玲美様・田端　香織様）
の会話が声高であった為か不機嫌な表情で小声で「うるさい。」と言い続
けている。スタッフが場にそぐわない事を伝えると、テレビ前に移動し
ている。その後も不機嫌な様子で指先でテーブルを叩いており、スタッ
フが声掛けするが無言で叩き続けている。
・寺沢　彩　様～腰椎椎間板ヘルニアの悪化あり、医師の指示で送迎の利用を勧められた

との事。青陽館を出る際に連絡してから10時20分に青明舎（ふらっと）

に朝のみ送迎に行く。

デイナイトケア
・古舘　正行様　～青風荘より情報の提供があり。昨日の帰荘後より表情の硬さが見られ、時より振戦症状が観察されていたとの事。また、疎通性も悪く嗜好品の摂取に通常時の倍以上の時間を要していたと。就床前薬の摂取も振戦症状観察されておりスタッフ介入にて服薬していると。今朝の起床後は疎通性が良く、表情の硬さは観察されていないとの事。本日のデイナイトケアでは時間の把握が出来ておらず、スケジュールに沿って行動が出来ていない為に何度かスタッフ介入しているが 、振戦症状や表情の硬さは観察されていない。
・木村　義重様　～青風荘より情報の提供があり。昨日、鹿内歯科受診し歯磨き指導を受けたとの事。次回受診は年明け1/8(水)との事。本日のデイナイトケアでは治療歯の不調訴え無く昼食、夕食共に全量摂取している。
・岩城　敏夫様　～青風荘より情報の提供があり。昨日帰荘後より鼻水、咳症状観察され検温施行T7.1℃。20:00でT36.8、クーリング施行、22:00で36.3。熱感は落ち着くが咳、鼻水症状は継続していたとの事。本日起床時でT36.7℃であったが8:00で37.3℃と発熱観察された為、内科受診となり本日のデイナイトケアは欠席となる。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報の提供があり。今朝の起床時に定時になっても起きて来ない為スタッフが訪室すると、「まだ風邪気味だ、寝ていたい」と聞かれたたとの事。何度か検温するもT35℃台であり、本人様も納得して起床しているとの事。また、本日で排便-7日であったが起床後排便があったと報告を受けているとの事。本日のデイナイトケアでは来所後直ぐにスタッフに「少しお腹が緩い、排便があった」と報告をしている。また、9:30頃「まだ風邪気味で調子が良くない、静養室で休みたい」と訴え聞かれバイタル測定実施。BP154/98mmHg、P87、T35.3℃。11:30まで約2時間程度静養室を利用している。静養後は昼食全量摂取し体調不良の訴え聞かれる事無く過ごして居る。
ショートケア
・特記なし。
カンファレンスシート（　川村　拓郎様　）

実施日：R1年12月12日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：鳥谷部

検討内容　目標、計画の立案

	氏名
	川村　拓郎様
	性別
	男
	年齢
	36
	生年月日
	S58.4.2

	主病名
	発達障害、うつ病
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	対人関係の構築、就労を目指す。

	本人希望
	ショートケアの継続利用をし、対人関係の構築と就労を目指したい。

	入院歴
	八戸市立市民病院（H25年6月数日間）

	通所歴
	1回目

· 今回：R1.11.13～現在（週1回/水曜日）

	
	

	その他サービス利用
	＊訪問看護「五福」（隔週木曜日・
地域活動支援センターぴあみなと

	住居：アパート単身生活


	家族構成
両親は10年程前に離婚。母様とは交流がある。

弟様がいるが、疎遠状態。

	利用制度
	＊自立支援医療費制度（上限0円）
＊生活保護受給中
＊障害基礎年金2級

＊厚生年金
＊障碍者手帳2級

	備考
	＜利用時までの経過＞
八戸工業高校卒業後、八戸高専へ編入後卒業。卒業後は職を転々とし、住居地も転々としている。H23年頃東京在住時、人混みに疲れ気力がなくなり起床困難となる。診療所に数箇所行き、それぞれ異なる病名を告げられている。H24年11月八戸へ帰省し、八戸市民病院へ通院開始。H25年6月イライラが酷く奇声を挙げ、同院へ数日間入院となる。退院後はかのはらクリニック、八戸赤十字病院と通院先を変更。担当医の転勤に伴い当院へ転院希望があり受診に

至る。イライラ感、抑うつ的となること、自傷行為に至りそうであると話している。

9月より体験利用を繰り返し行い、緊張している様子ではあるが気分障害の疾病教室に参加し、自身の症状と当てはまる内容があり今後も勉強をしていきたいと話している。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	定期的に通所し、徐々に利用時間を伸ばす事が出来る。
	1 ショートケアの時間を有効活用する事が出来る。
	1 余裕を持ち来所し、プログラムに参加出来る。
2 来所日は時間を有効的に使う為洗濯を行う。
	1 余裕を持ち、来所する事が出来た際は都度評価し、継続する意欲を持てるように関わる。

	
	②自身の病状悪化時のサインに気付き、適切な時期に対処ができる。
	②体調不良時、体調で気になることをスタッフへ伝えることができる。
	②スタッフとともに病状悪化時のサインについて振り返り、サインがみられた際はスタッフより声掛けを行い気付けるようにする。

	
	
	
	


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①ショートケアの時間を有効活用する事が出来る。
	・ショートケア利用当初はプログラム開始時間を過ぎてから来所したり、ギリギリに来所しトイレやロッカーに慌ただしく行ってから参加していたが、時間前に来所出来る日もある。プログラムの参加状況は良く、発言や質問へ返答している。
・毎回30分程の参加である為デイケアでの過ごし方を考えるように助言すると、徐々に考えていくと返答していた。訪問看護師からの助言で月1回コインランドリーでの洗濯を週1回のショートケア利用時に行うと話し、次の利用時に洗濯をしているが、終わるまでその場を離れないことがある。
	余裕を持ち来所出来た際は評価しモチベーションが維持出来るように関わる。

	②自身の病状悪化時のサインに気付き、適切な時期に対処ができる。
	・気分変動はあるが苛々感を呈する事は見られない。緊張感からか「腰の重いような感じがある。」と話している。これまでの傾向として慣れてくると行かなければならないと言う思いが強くなり、考えすぎて継続利用が難しくなっていたという。

薬に関して抗うつ薬が効き過ぎてテンションが高くなった為今は微量で服用し、安定しているとの事。
睡眠状況は時折、中途覚醒はあるが日常生活への支障
はない。
	自身の気分変動や病状変化に気付く事ができ、適宜相談出来ている。今後は対処方法について一緒に考えてい行く。


＊利用継続が出来たら、今後のプランを検討する。ケアプランの変更、修正なし。
